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1. 被服 にはいろいろ な種類，用途 があるが，これま

での研究に より, それ らは大 きく，必 要晶 と不必要品に

分けるこ とがで き， また各々 の耐用年数 も算出すること

ができた。ここでは被服 の手持 量は購 入量 とどのような

関連がある のか。それは被服 の種類や 着用する人 の性，

年令，収入などに より， どの ような相違 があ るかを明 か

にするものである。

2.　資料は昨年本学会 に報告し たものと同じ で， 再集，

計し たものであ る。

対 象は北海道内の婦人団体に属する主婦 のい る343 世:

帯 で，対象人員は1220 名であ る。調査 方法はアンケート

によった。調査内容は，調査票 は世帯 票,個人 票に分け｡

世帯 票には世帯員 の住所，職業，年間 収入，性 別,年 令，

学歴，続柄，同居，別居 の別を記入し て貰い， 個人票に

は24種の被服について， 地質別 に手 持量,  1 年以 内の新

規購 入数，着用月 を１枚 づつ記 入し て貰 った。

今回は，各被服品の銘柄別に，手 持量と１年以 内の新

規購入量の相関，手持 量と手持 量中 に占める購入 量の割

合 との相関を性別 と年令 別に 計算し， 関連 を調べた。

3.　被服 の手持量 と１年以内 の新規購入 量の間に統計

的 に相関の高いものは見受けられ ない。被服 の銘 柄によ

る相違は，あま りない が年令，性 による相 違が認 められ

る。


